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高
砂
市
立
阿
弥
陀
小
学
校（
兵
庫
県
）

上
牧
町
立
上
牧
中
学
校（
奈
良
県
）

香
芝
市
立
三
和
小
学
校（
奈
良
県
）

田
辺
市
立
本
宮
小
学
校（
和
歌
山
県
）

田
辺
市
立
三
栖
小
学
校（
和
歌
山
県
）

米
子
市
立
彦
名
小
学
校（
鳥
取
県
）

浅
口
市
立
寄
島
中
学
校（
岡
山
県
）

福
山
市
立
戸
手
小
学
校（
広
島
県
）

美
祢
市
立
淳
美
小
学
校（
山
口
県
）

小
松
島
市
立
芝
田
小
学
校（
徳
島
県
）

伊
予
市
立
北
山
崎
小
学
校（
愛
媛
県
）

松
前
町
立
岡
田
小
学
校（
愛
媛
県
）

大
洲
市
立
大
洲
北
中
学
校（
愛
媛
県
）

大
洲
市
立
肱
川
小
学
校（
愛
媛
県
）

内
子
町
立
大
瀬
小
学
校（
愛
媛
県
）

佐
賀
市
立
城
西
中
学
校（
佐
賀
県
）

佐
賀
市
立
神
野
小
学
校（
佐
賀
県
）

佐
伯
市
立
上
堅
田
小
学
校（
大
分
県
）

佐
伯
市
立
上
入
津
小
学
校（
大
分
県
）

 

再
選
表
彰
校

平成平成２8２8年度は年度は
全国で全国で6262校表彰校表彰
平成平成２8２8年度は年度は
全国で全国で6262校表彰校表彰
平成平成２8２8年度は年度は
全国で全国で6262校表彰校表彰
平成２8年度は
全国で62校表彰

　当協会は、アルミ缶回収を通じて環境学習の支援を行うため、（一社）日本アルミニウム協会の協賛を得て、毎年ア
ルミ缶回収優秀校の表彰を実施しています。今年度は全国で62校を表彰することになりました。今年度の表彰学校
は、下記のとおりです。受賞校の皆様、おめでとうございます。また、推薦をいただきました回収拠点の皆様には、ご協
力を賜り厚く御礼申し上げます

八
戸
市
立
種
差
小
学
校（
青
森
県
）

十
和
田
市
立
高
清
水
小
学
校（
青
森
県
）

弘
前
市
立
小
友
小
学
校（
青
森
県
）

弘
前
市
立
常
盤
野
小
中
学
校（
青
森
県
）

弘
前
市
立
青
柳
小
学
校（
青
森
県
）

青
森
市
立
沖
館
小
学
校（
青
森
県
）

鰺
ヶ
沢
町
立
舞
戸
小
学
校（
青
森
県
）

奥
州
市
立
姉
体
小
学
校（
岩
手
県
）

長
井
市
立
西
根
小
学
校（
山
形
県
）

郡
山
市
立
守
山
中
学
校（
福
島
県
）

小
野
町
立
浮
金
小
学
校（
福
島
県
）

白
河
市
立
白
河
第
四
小
学
校（
福
島
県
）

栃
木
市
立
部
屋
小
学
校（
栃
木
県
）

鳩
山
町
立
鳩
山
小
学
校（
埼
玉
県
）

八
千
代
市
立
新
木
戸
小
学
校（
千
葉
県
）

八
王
子
市
立
柏
木
小
学
校（
東
京
都
）

清
瀬
市
立
清
瀬
小
学
校（
東
京
都
）

横
浜
市
立
希
望
ヶ
丘
小
学
校（
神
奈
川
県
）

富
山
市
立
中
央
小
学
校（
富
山
県
）

浜
松
市
立
船
越
小
学
校（
静
岡
県
）

浜
松
市
立
神
久
呂
小
学
校（
静
岡
県
）

豊
橋
市
立
豊
城
中
学
校（
愛
知
県
）

大
町
市
立
八
坂
中
学
校（
長
野
県
）

大
町
市
立
大
町
南
小
学
校（
長
野
県
）

加
西
市
立
宇
仁
小
学
校（
兵
庫
県
）

釧
路
市
立
鳥
取
西
小
学
校（
北
海
道
）

喜
多
方
市
立
熊
倉
小
学
校（
福
島
県
）

八
千
代
町
立
東
中
学
校（
茨
城
県
）

小
山
市
立
小
山
第
三
中
学
校（
栃
木
県
）

東
久
留
米
市
立
第
十
小
学
校（
東
京
都
）

秦
野
市
立
上
小
学
校（
神
奈
川
県
）

山
北
町
立
三
保
小
学
校（
神
奈
川
県
）

茅
野
市
立
長
峰
中
学
校（
長
野
県
）

沼
津
市
立
内
浦
小
学
校（
静
岡
県
）

伊
東
市
立
池
小
学
校（
静
岡
県
）

富
士
市
立
富
士
中
学
校（
静
岡
県
）

甲
賀
市
立
甲
南
第
三
小
学
校（
滋
賀
県
）

長
浜
市
立
び
わ
北
小
学
校（
滋
賀
県
）

阿
南
市
立
大
野
小
学
校（
徳
島
県
）

中
土
佐
町
立
大
野
見
小
学
校（
高
知
県
）

四
万
十
町
立
仁
井
田
小
学
校（
高
知
県
）

筑
前
町
立
東
小
田
小
学
校（
福
岡
県
）

国
東
市
立
安
岐
小
学
校（
大
分
県
）
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平成28年度アルミ缶回収優秀校（都道府県順）

ア
ル
ミ
缶
回
収
優
秀
校（
小
・
中
学
校
）表
彰
き
ま
る

ア
ル
ミ
缶
回
収
優
秀
校（
小
・
中
学
校
）表
彰
き
ま
る
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吉賀町立柿木中学校 常國校長様 賞状授与 受賞された皆さん

○○○○○○○○○○○○○○○○

アルミ缶運搬

ネットを渡す様子 缶潰し機（かばくん）にアルミ缶を
入れて缶を潰す

平成28年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰平成28年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰
当協会推薦より財務大臣賞、文部科学大臣賞、会長賞3件受賞当協会推薦より財務大臣賞、文部科学大臣賞、会長賞3件受賞
平成28年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰平成28年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰
当協会推薦より財務大臣賞、文部科学大臣賞、会長賞3件受賞当協会推薦より財務大臣賞、文部科学大臣賞、会長賞3件受賞
平成28年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰
当協会推薦より財務大臣賞、文部科学大臣賞、会長賞3件受賞

　リデュース・リユース・リサイクル推進協議会（３R推進協議会・細田衛士会長）は、10月の３R推進月間事業の一環として、
平成４年度から３R推進功労者等の表彰を行っています。この表彰は３Rの推進に貢献している個人、団体などが対象です。
本年度は、当協会が推薦した中で、財務大臣賞に(株)リカーマウンテン、文部科学大臣賞に吉賀町立柿木中学校、会長賞に
（株）グリーンシステム、高崎市立倉渕中学校、および横浜市資源リサイクル事業協同組合の３件が受賞しました。10月25日
（火）にKKRホテル東京（東京都千代田区）にて表彰式が行われました。
　受賞者の活動内容を以下に紹介します。詳細は、３R推進協議会のホームページを参照ください。
http://www.3r-suishinkyogikai.jp/commend/hyosho

全
校
生
徒
40
人
！

生
徒
一
人
あ
た
り
の
回
収
量
は
１
０
０
㎏
越
え
！

〜
善
循
環
リ
サ
イ
ク
ル
に
感
謝
の
心
〜

　

校
区
内
の
環
境
美
化
を
生
徒
と
保
護
者
が一緒
に
な
って
取
り

組
も
う
す
る
と
こ
ろ
か
ら
元
々
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。約
10
年

前
、開
始
当
初
、行
政
に
よ
る
分
別
回
収
が
あ
っ
た
が
、そ
の
回

収
に
生
徒
と
保
護
者
が一緒
に
な
って
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

学
校
・
地
域
住
民
・
行
政
・
回
収
業
者
が
一
体
と
な
り
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。特
に
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
が
、リ
サ
イ
ク
ル
の
声

掛
け
訪
問
に
よ
り
孤
立
化
を
防
げ
る
よ
う
に
な
り『
善
循
環
リ

サ
イ
ク
ル
』の
輪
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

全
校
生
徒
40
人
し
か
な
い
生
徒
を
６
つ
の
委
員
会
に
分
け
、担

当
顧
問
の
先
生
と
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
給
食
後
の
１5
分
間
、

空
き
缶
潰
し
、袋
入
れ
作
業
に
従
事
し
ま
す
。

　

ま
た
、生
徒
一人
一人
が一人
20
軒
以
上
訪
問
し
て
ネ
ッ
ト
を
配

り
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
『
善
循
環
の
サ
イ
ク
ル
』の一環
と
し
て
の
生
徒
活
動
と
地
域
の

協
力
を
吉
賀
町
の
輪
と
し
て
、よ
り
一層
深
め
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
。こ
の
活
動
を
通
し
て
、在
校
生
は
勿
論
、入
学
し
て
く
る
新

入
生
も
含
め
生
徒
の
心
の
中
に『
感
謝
』の
思
い
を
醸
成
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。 文

部
科
学
大
臣
賞

〜
江
戸
の
昔
よ
り
酒
屋
は
循
環
型
社
会
の
要
〜 

ア
ル
ミ
缶
回
収
累
計
10
億
缶
達
成
！

【
リ
ユ
ー
ス
】

　

１
９
９
０
年
の
設
立
当
初
よ
り
、ビ
ー
ル
瓶
や一
升
瓶
な
ど『
空

き
瓶
の
有
償
引
き
取
り
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
】

　
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
は
２
０
０
０
年
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。２
０
１
５

年
８
月
に
は『
累
計
10
億
缶
』を
突
破
し
ま
し
た
。

【
リ
デ
ュ
ー
ス
】

　
『
レ
ジ
袋
の
削
減
』に
つい
て
は
２
０
０
８
年
よ
り
重
点
的
に
取
り

組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。E
C
O
バッ
グ
の
無
料
配
布
を
行
い
、全

店
で
の
レ
ジ
袋
有
料
化
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。京
都
市
、名
古
屋

市
、そ
し
て
滋
賀
県
と
レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。率
先
し
た
取
り
組
み
は
、今
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
小
売
業
の
レ

ジ
袋
有
料
化
の
模
範
と
な
って
い
る
。レ
ジ
袋
削
減
率
は
当
社
で
は

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
90
％
を
超
え
る
ほ
ど
の
認
知
に
繋
がって
い
ま
す
。

　

ま
た
、お
客
様
よ
り
お
持
込
み
頂
い
た
P
E
T
ボ
ト
ル
に
充
填

し
て
販
売
す
る『
焼
酎
の
量
り
売
り
』も
２
０
０
４
年
よ
り
２
店

舗
で
開
始
し
ま
し
た
。現
在
で
は
83
店
舗
で
実
施
中
の
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、割
安
に
お
求
め
い
た
だ
け
る
こ
と
で
、し
っ
か
り
定
着
し

て
い
ま
す
。

　

発
行
季
刊

誌「
カ
バ
タ
ッ

ピ
」で
は
、リ

ユ
ー
ス
、リ
サ

イ
ク
ル
の
現

場
で
の
問
題

点
な
ど
を
分

か
り
や
す
く

紹
介
し
、
啓

発
普
及
に
努

め
ま
し
た
。

財
務
大
臣
賞

（
株
）リ
カ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン（
京
都
市
）

吉
賀
町
立
柿
木
中
学
校（
島
根
県
）

アルミ缶回収量推移
単年 累計単年 億缶

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0 0

2

4

6

8

10

12

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

累計 億缶



137

平成28年度３R 推進功労者等表彰 受賞お祝い会

アルミ缶ポスト

びんのリサイクル風景1

プロジェクトチラシ

経済産業省 山下課長 挨拶

表彰状される子供たち

びんのリサイクル風景2

グリーンシステム賞状授与表彰式

　

表
彰
式
後
、如
水
会
舘「
桜
の
間
」

（
千
代
田
区一ツ
橋
）で
受
賞
お
祝
い
会

を
開
催
し
ま
し
た
。受
賞
し
た
５
団
体

の
代
表
者
の
方
々
、来
賓
と
し
て
経
済

産
業
省
製
造
産
業
局
金
属
課
課
長
・

山
下
隆
也
様
他
を
迎
え
、そ
の
他
報

道
関
係
者
お
よ
び
協
会
関
係
者
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
遠
藤
理
事
長
よ
り「
受
賞

者
の
皆
様
の
活
動
を
拝
見
す
る
と
、地

域
密
着
、ま
さ
に
草
の
根
活
動
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
綿
々
と
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
地
道
な
活
動
が
本
日
の
受

賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
敬
服
す
る
ば

か
り
で
あ
り
ま
す
。当
協
会
と
し
て
も

微
力
な
が
ら
皆
様
の
活
動
に
対
し
て

お
助
け
や
励
ま
し
が
で
き
れ
ば
と
い

う
こ
と
で
活
動
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
」と
挨
拶
を
し
、来
賓
の
山
下

隆
也
課
長
は「
リ
サ
イ
ク
ル
や
環
境
の

問
題
は
グ
ロ
ー
バル
化
し
て
お
り
、そ
れ

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、足
元
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
き
ち
ん
と
回
し
て
い
く
仕

組
み
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。受
賞
者
の
方
々
は
地
域

密
着
の
活
動
を
さ
れ
て
き
て
、そ
の
成

果
が
表
彰
に
つ
な
がっ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、こ
の
受
賞
を
糧
に
コツ
コツ

と
着
実
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

平成28年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰
当協会推薦より財務大臣賞、文部科学大臣賞、会長賞3件受賞
平成28年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰
当協会推薦より財務大臣賞、文部科学大臣賞、会長賞3件受賞

全
国
初
の
民
営
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 「
み
ん
な
が
喜
び

に
包
ま
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
列
車
で
旅
立
と
う
！
」

　

創
業
者
の
妻
の
こ
ん
な
言
葉「
家
庭
の
資
源
ご
み
の

日
は
月
に
２
回
程
度
。忘
れ
る
と
出
せ
な
い
で
溜
ま
る

一
方
。い
つ
で
も
出
せ
る
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば

い
い
の
に
」を
ヒ
ン
ト
に
今
か
ら
12
年
前
、初
の
民
営
資

源
ス
テ
ー
シ
ョン『
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョン
』を
開
店
し

ま
し
た
。

　
い
つ
で
も
誰
で
も
連
絡
な
し
に
受
入
が
で
き
、ア
ル

ミ
缶
・ス
チ
ー
ル
缶
・ペッ
ト
ボ
ト
ル・
新
聞
・
段
ボ
ー
ル・

雑
紙
・
雑
誌
・
鉄
類
・
非
鉄
類
・
機
械
類
全
般
・
衣
類

な
ど
、資
源
化
で
き
る
も
の
を
全
て
買
い
取
る
店
舗

で
す
。好
評
を
得
て
、山
形
県
・
宮
城
県
・
秋
田
県
に

10
ヶ
所
の
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョン
を
出
店
し
ま
し
た
。

　

リ
ユ
ー
ス
品
目
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。回
収
時
に

集
ま
る
自
転
車
・
タ
イ
ヤ
・
農
機
具
・
衣
類
・
家
電
品

に
関
し
て
海
外
輸
出
向
け
業
者
に
販
売
す
る
こ
と
で

付
加
価
値
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
店
舗
向
け

に
、自
社
開
発
し
た
ア
ル
ミ
缶
買
取
機『
ア
ル
ミ
缶
ポ

ス
ト
』を
設
置
し
、あ
ら
か
じ
め
潰
し
た
ア
ル
ミ
缶
を

10
個
を
５
円
に
還
元
し
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
が
、

今
後
も
さ
ら
な
る
リ
サ
イ
ク
ル・
リ
ユ
ー
ス
の
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
し
て
い
く
予
定
で
す
。

『
学
校
等
ア
ル
ミ
缶
も
っ
た
い
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

か
ら
羽
ば
た
く
！
子
ど
も
と
地
域
を
結
ぶ
心
の
繋
が
り

　
「
学
校
等
ア
ル
ミ
缶
も
っ
た
い
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で

は
、横
浜
市
内
の
小
学
校
を
主
と
し
て
、子
ど
も
達
が

集
め
て
く
れ
た
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。回

収
し
た
ア
ル
ミ
缶
は
２
５
０
kg
に
つ
き
車
イ
ス
１
台
と

交
換
す
る
こ
と
で
、ご
み
箱
に
捨
て
て
い
た
ア
ル
ミ
缶
も

価
値
の
あ
る
資
源
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
達

に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
か
ら
開
始
し
た
当
活
動
も
平
成
28
年
３

月
末
現
在
で
、述
べ
１
０
６
校
、10
団
体
、重
量
で
は
７
９

２
８
７
kg
も
の
回
収
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、近
隣
施
設
へ
の
寄
贈
等
も
独
自
で

行
っ
て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル
の
学
び
を
通
じ
て
、地
域
と

の
繋
が
り
に
も
発
展
し
て
い
る
と
い
う
嬉
し
い
相
乗
効

果
も
あ
り
ま
し
た
。

　

情
報
誌
に
感
謝
状
贈
呈
の
様
子
を
掲
載
し
、こ
の

活
動
の
拡
大
を
進
め
た
り
、独
自
の
チ
ラ
シ
を
制
作
、

横
浜
市
内
の
全
学
校
へ
配
布
す
る
等
に
よ
り
活
動
の

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

〜
は
じ
ま
り
は
、昭
和
44
年
び
ん
回
収
及
び

リ
ユ
ー
ス
啓
発
、ア
ル
ミ
缶
回
収
を
通
じ
て

人
と
人
の
心
を
育
む
〜

　

ビ
ン
の
回
収
は
昭
和
44
年
か
ら
開
始
し
、47
年
間

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

P
T
A
に
よ
る
古
紙
、缶
回
収
及
び
リ
サ
イ
ク
ル・

リ
ユ
ー
ス
啓
発
は
、平
成
18
年
４
月
よ
り
開
始
し
て
お

り
10
年
間
継
続
し
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
24
年
度
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
に
よ
る
回
収
を
行
え
る
よ
う
に

回
収
場
所
を
整
備
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、生
徒
会
が

主
体
と
な
り
、毎
月
第
三
週
を
エ
コ
ウ
ィ
ー
ク
と
名
付

け
、登
校
時
に
ア
ル
ミ
缶
等
の
資
源
ご
み
を
持
ち
寄
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
保
護
活
動
や
森
林
保
護
体
験
学
習

で
の
美
化
活
動
等
の
地
域
と
連
携
し
た
行
事
に
お
い
て

も
、資
源
の
有
効
活
用
や
環
境
保
全
に
重
点
を
お
い
た

活
動
を
行
って
い
ま
す
。

　

１
年
に
１
度
P
T
A
会
員
や
生
徒
が
高
齢
者
世
帯

の
各
家
庭
を
訪
問
し
、資
源
ご
み
の
回
収
活
動
を
す

る
こ
と
で
高
齢
者
の
負
担
軽
減
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

３
R
推
進
協
議
会
会
長
賞

（
株
）グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム（
山
形
県
）

高
崎
市
立
倉
渕
中
学
校（
群
馬
県
）

横
浜
市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合（
神
奈
川
県
）
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　去る10月27日NHK総合テレビの「所さん！大変ですよ」で「リサイクル業者悲鳴！？“プルタ
ブ取るのはやめて”」というタイトルでタブのみの回収についての番組が放送されました。ア
ルミ缶のフタは当初プルトップ式でプルタブが飲み口といっしょに外れましたが、プルタブの
散乱による環境面、安全面から１９９０年頃からすべて現行のステイオンタブ式になりフタか
ら外れないタイプになりました。番組内でタブを集める効果が紹介されていますが、タブの変
化・推移を理解いただきアルミ缶全体の回収に協力いただきたいと思います。

アルミ缶リサイクルニュース第137号
発行日　平成28年11月29日
発行人　森口　夏樹
編集人　大西　輝彦
発行所　アルミ缶リサイクル協会

● 切り取ったタブだけの回収はおやめください

● ボトル缶のキャップの取り扱いについて

アルミ缶はアルミ缶を丸ごとリサイクルした方が安全で効率的です。タブだけを収集し
た場合、コンベアから、こぼれ落ちたりするのでリサイクルの工程で、特別な管理をし
なければならないことも理由のひとつです。

飲料用アルミボトル缶のキャップは、アルミ製です。キャップも貴重なアルミ資源です。
キャップを本体から外し、キャップ、本体とも軽く水洗いした後、中の水分をよく切った
上、キャップをしめて回収してください。

● たばこの吸いがらをいれないで！
アルミ缶に、たばこをいれたままリサイクルすると火災のおそれがありとても危険です。

協会からのお願い

施設見学研修会

　9月17～19日の三日間北海道小樽市観
光物産プラザ「運河プラザ（三番庫）」で開
催されました。このイベントは、楽しく創造
豊かな「あき容器アート」を通じて、あき容
器のポイ捨てをなくし、分別処理やリサイ
クルの大切さをアピールする北海製罐㈱
の環境活動です。今年は第24回で「自然環
境を守ろう!! 森の番人“フクロウ”」をテー
マに作品が展示されました。当協会は出展
し、リサイクルクイズなどを行いました。

　当協会は、3R推進月間に合わせて、毎年「施設見学研修会」を実施しており、本年は10月14日に開催し、神戸製鋼所真岡製造所及びア
サヒビール茨城工場を見学しました。当日は、経済産業省、報道関係及び協会会員会社の方々47名が参加され熱心に見学されました。
　神戸製鋼所真岡製造所の見学に先立ち、遠藤理事長より「従来、研修会はどちらかというとアルミ缶の第二の人生、回収から再生までを
中心に見てきましたが、今回は、アルミ缶が生まれる前のお母さんである段階を見てもらい、午後はアルミ缶が成人になって社会に出ていく
ビールの製造工場で使用される場面を見ていただきます。私自身も興味深いところがあるし、日頃のアルミ缶回収の価値に活かしていける
よう勉強したいです。」と挨拶がありました。。
　次に経済産業省産業技術環境局リサイクル推進課・杉本綾美様より「アルミ地金は日本では作られておらず、造るには莫大なエネルギー
が必要になります。アルミ缶のリサイクルは重要な役割を担っています。また10月は３R推進月間。これを機に様々なイベントが各地で開か
れるので、３Rへの理解を深めていただき、各主体間で連携して情報交換を行うことで、３R の推進に、より一層取り組んでもらいたいで
す。」と挨拶があり、また、谷川正樹・真岡製造所長は、「幅広い用途に我々のアルミ板を使用いただいており、約半数は皆さんにご愛顧いた
だいているアルミ缶になります。いろんなアルミ板を造るのに対応した設備を兼ね備えるなどスタンダードな圧延工場と認識しています」と
説明がありました。

アサヒビール茨城工場

アサヒビール茨城工場

2016 Can-Artフェスティバル（北海製罐㈱主催）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
全
８
工
場
の
中

で
最
も
生
産
量
の
多
い
工
場
。

ビ
ー
ル
の
ほ
か
に
ア
サ
ヒ
飲
料
の

三
ツ
矢
サ
イ
ダ
ー
な
ど
も
生
産
。

　

ビ
ー
ル
の
製
造
工
程
の
他
、工

場
で
の
副
産
物
や
廃
棄
物
の
再

資
源
化
率
１
０
０
％
実
施
へ
の
取

り
組
み
を
見
学
。地
上
６0ｍ
の
ア

イ
ム
タ
ワ
ー
で
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
な

ど
の
製
造
直
後
の
生
ビ
ー
ル
を
試

飲
し
ま
し
た
。

神戸製鋼所 真岡製造所

神戸製鋼所 真岡製造所

国
内
最
大
級
の
ア
ル
ミ
圧
延
工

場
。自
動
車
用
パ
ネ
ル
材
、飲
料

用
ボ
ト
ル
缶
材
な
ど
で
は
国
内

ト
ッ
プ
シェア
を
誇
り
ま
す
。

　

熱
間
圧
延
以
降
の
ラ
イ
ン
を
見

学
し
ま
し
た
。ス
ク
ラ
ッ
プ
の
使
用

量
に
つい
て
、ス
ク
ラ
ッ
プ
を
使
う
一

定
の
目
標
値
が
あ
り
、環
境
の
変

化
に
か
か
わ
ら
ず
過
去
か
ら
大
き

な
変
動
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

北海道小樽市

　10月9、10日の二日間江東区の「夢の
島熱帯植物館」で開催。今年から、表題の
ように名前を変えてスタートしました。当
協会は出展し、リサイクルクイズなど実施
し、10日（月）会場ステージにて、「タブは
いっしょにリサイクル」をテーマに、タブの
移り変わりを紹介し、タブは切り取らずに
いっしょに回収するように発表しました。

　11月11日（金）に「容器包装
3R推進フォーラム」が開催さ
れました。今年で11回目となる
フォーラムは、容器包装の3R
と資源循環について福岡大学
名誉教授の浅野先生を始め、
経産省、環境省、農水省からの
講演と自治体の事例発表、及
びパネルディスカッションが行
われました。

夢の島オータムフェスタ2016

第11回容器包装３R推進フォーラム in にっぽり

東京江東区

荒川区日暮里

㈱神戸製鋼所 真岡製造所及びアサヒビール㈱茨城工場

編
集
後
記
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